
こんにちは、丹頂ガスの丹羽です。いつも「たんちょう通信」をお読みくださ

り、誠にありがとうございます。私が所属する「青年塾」では、現地現場

での一次体験が大切な教えであり、学びであると常日頃から塾長より教

えられています。9月に受講した講座は、元越前市長であり、我々「東海

クラス」の指導員である「奈良俊幸さん」とのご縁により福井県越前市と

お隣の鯖江市で開かれました。越前市は昔からモノづくりが盛んな街で、「和紙」「打刃

物」「指物」の伝統工芸が有名で、鯖江市は「眼鏡の生産」が世界的に有名です。ちな

みに、福井県は県民幸福度全国１位になったことがあり、小中学生の学力もいつも上位

に入っており、とても優れた県民です。そのことを奈良さんに聞くと「ここは遊ぶところがあ

まりなくって、冬は雪が積もり、生活環境が厳しいところが、かえっていいのかな。」と

仰っておられました。今回の研修２日目は「和紙の里」にある工芸館で、和紙作りの人間

国宝、「岩野市兵衛さん」のお話を聞かせて頂きました。現在、岩野さんは８９歳です。

岩野家に伝わる伝統的な製法で、今も和紙作りをされています。岩野さんの和紙作りの

秘訣として、先ずおっしゃられた言葉は、「手抜きをしないこと」です。和紙は白くてぼって

りと厚くて四角形で柔らかいのが良い。着色は一切していない。冬の厳しい寒さの中、

一生懸命水洗いをして、どんな小さいゴミも見落とさず、手間暇掛けて白くする。それが、

最高級の和紙である。また、いい紙を作ろうと「欲を持ち過ぎる」とむしろダメになる。

そして、他所の工房が効率よく作業をやっているので「ウチも真似ようとするのもダメ。」

ウチにはウチのやり方がある。代々受け継いできた製法を愚直に守り、質の高い紙を作り

続けることで、使う側からもとても高い評価がされています。いい紙は筆の走りが良く、そ

して破れない。紙をぐちゃぐちゃにしても破れず、むしろ肌触りが良くなり柔らかくなると教

えて頂きました。日本画巨匠の「横山大観」もこよなく愛されていました。現在、岩野さん

が作る紙は国内需要だけにとどまらず、世界からも受注があります。パリの「ルーブル美

術館」の絵画の補修用にも使われているそうです。コロナ禍で和紙の需要が減って、他の

工房が暇をしていた中、岩野さんのところへは、注文が途切れず、毎日忙しく和紙作りを

されていました。しかし、どれだけ忙しくても、「手間を省く作業」は一切されないというこ

とです。職種も違いモノ作りもしませんが、弊社はお客様へ「良いサービス」を提供する

ことが仕事です。「手抜きのサービス」をせず、「欲を持ちすぎず」、先代から大切にして

きた「お客様に寄り添う」姿勢で「お客様を大切にする」ことを守って

いかなければならないと改めて感じました。これを会社へ持ち帰って取

り組んでいきた

いです。引き続

きどうぞ宜しく

お願い致します。
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